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一 般 質 問
（ 要 旨 ）

プールきもちいいー

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

無

会

派

採

決

の

結

果（7）（5）（3）（3）（1）（1）（1）

昭島市のゴミ問題への取り組み（喫煙禁止区
域の設置、歩きタバコ及び吸い殻ポイ捨ての
禁止）に関する陳情

○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択

昭島市のゴミ問題への取り組み（まちをきれ
いにする条例の周知と発展）に関する陳情 ○ ○ ○ × ○ ○ × 採　択

補聴器購入費用等の助成制度を求める陳情書 × × ○ ○ × × × 不採択

本会議において賛否の分かれたもの	 ○は賛成 ×は反対

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

あ き し ま 市 議 会 だ よ り No.2803　令和４年 （２０２２年） ７月３１日

反
対

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

加
齢
性
難
聴
は
、
隠
れ
た
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
補
聴

器
購
入
助
成
を
導
入
す
る
自
治

体
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

補
聴
器
は
生
活
の
質
を
維
持

し
、
社
会
交
流
を
図
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
の
聞
こ
え
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
必
需
品
で
あ
る
。

補
聴
器
の
購
入
は
、
保
険
の

適
用
が
な
い
た
め
、
高
齢
者
に

と
っ
て
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
。

経
済
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が

自
治
体
の
責
務
と
考
え
、
本
陳

情
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報

告
に
反
対
す
る
。

補
聴
器
購
入
費
用
等
の
助
成
制
度
を
求
め
る

陳
情
書
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ

い
て

質
問　

健
康
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
健
康
あ
き
し
ま
21

（
第
２
次
後
期
）計
画
で
は
３

つ
の
視
点
を
設
定
し
、
各
分
野

の
施
策
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
が
、
視
点
の
１

つ
で
あ
る
生
活
習
慣
病
の
発
症

と
重
症
化
の
予
防
に

お
け
る
基
本
的
な
考

え
方
は
。
②
が
ん
検

診
の
受
診
状
況
は
。

③
が
ん
予
防
・
が
ん

検
診
の
充
実
を
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
。
④
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
の
補
助
を
行
う
考
え
は
。

答
弁　

①
生
活
習
慣
病
の
増
加

は
、
医
療
費
な
ど
社
会
的
負
担

の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

発
症
と
重
症
化
の
予
防
を
重
点

に
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

②
令
和
２
年
度
、
胃
が
ん
検
診

は
893
人
、
大
腸
が
ん
検
診
は
４

千
66
人
が
受
診
し
て
い
る
。
③

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
向
け
、
意
識
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な
検

診
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

④
現
時
点
で
補
助
を
行
う
考
え

は
な
い
が
、
検
査
方
法
等
の
情

報
収
集
に
努
め
検
討
す
る
。

質
問　

昭
島
都
市
計
画
中
神
土

地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

①
第
二
工
区
駅
前
ブ
ロ
ッ
ク
の

建
物
移
転
と
道
路
築
造
工
事
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
完
了
は

い
つ
に
な
る
の
か
。
②
個
別
の

用
地
買
収
に
か
か
る
権
利
者
へ

の
丁
寧
な
対
応
・
対
処
を
今
ま

で
ど
お
り
進
め
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

①
３
年
度
末
時
点
で
、

建
物
移
転
は
進
捗
率
93.2
％
、
区

画
道
路
整
備
は
進
捗
率
96.0
％
と

な
っ
て
お
り
、
４
年
度
末
ま
で

の
完
了
に
向
け
、
事
業
を
進
め

て
い
る
。
②
引
き
続
き
、
住
民

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
丁
寧
な

対
応
を
心
掛
け
て
い
く
。

質
問　

東
日
本
成
人

矯
正
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
日
本
赤
軍
元
最

高
幹
部
が
出
所
し
地

域
住
民
に
不
安
を
与

え
た
。
市
の
考
え
は
。

答
弁　

仲
町
公
園
の
占
用
許
可

申
請
を
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
報
道
会
見
の
場
と
な
っ
た

こ
と
は
、
大
変
遺
憾
で
あ
る
。

質
問　

都
指
定
の
天
然
記
念
物

拝
島
の
フ
ジ
に
つ
い
て
、
①
４

月
26
日
夜
半
の
雨
で
花
が
散
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
開
花
状
況
を

掲
載
し
て
い
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
が
５
月
１
日
ま
で
更

新
さ
れ
ず
、
花
の
観
賞
に
訪
れ

た
市
民
よ
り
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
。
更
新
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

②
フ
ジ
の
周
囲
に
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
が
、
管
理

状
況
は
。

答
弁　

①
開
花
最
盛

期
に
及
ん
で
い
な
か

っ
た
た
め
５
月
早
々

の
情
報
更
新
を
予
定

し
て
い
た
が
、
天
候
等
の
影
響

か
ら
５
月
２
日
時
点
で
花
の
最

盛
期
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
②

拝
島
・
千
歳
の
フ
ジ
の
花
を
咲

か
せ
る
会
及
び
昭
島
市
造
園
業

協
同
組
合
と
連
携
を
図
り
、
適

切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

老
朽
化
し
て
い
る
住
居

表
示
街
区
案
内
図
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　

設
置
当
初
の
役
目
は
果

た
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

倒
壊
等
の
危
険
性
を
考
慮
し
、

順
次
撤
去
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

老
朽
化
し
て
い
る
自
治

会
掲
示
板
に
つ
い
て
、
建
て
替

え
等
の
対
応
を
図
る
べ
き
。

答
弁　

各
自
治
会
の
要
望
を
確

認
し
、
自
治
会
連
合
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

金
を
活
用
し
て
自
治
会
掲
示
板

の
整
備
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

令
和
３
年
度
に
実
施
し

た
通
学
路
に
お
け
る
緊
急
点
検

結
果
に
つ
い
て
、
①
安
全
対
策

を
必
要
と
す
る
箇
所
は
何
か
所

か
。
②
具
体
的
な
対

策
は
。
③
対
策
を
必

要
と
し
た
箇
所
へ
の

対
応
は
。

答
弁　

①
対
策
を
必

要
と
す
る
の
は
、
49

か
所
で
あ
っ
た
。
②
関
係
機
関

と
対
策
案
を
検
討
し
、
学
校
と

各
家
庭
に
交
通
安
全
指
導
の
依

頼
を
し
た
ほ
か
、
注
意
啓
発
看

板
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等

を
実
施
し
た
。
③
３
年
度
末
ま

で
に
全
て
の
対
策
が
完
了
し
た
。

進
に
つ
い
て
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
を
観
光
の
観
点
か
ら
積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
利

便
性
の
向
上
の
た
め
、
公
共
施

設
に
駐
車
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る

考
え
は
。
ま
た
、
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
マ
ナ
ー
違
反
や
事

故
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
今
か
ら

対
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
が
、
考
え
は
。

答
弁　

電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
は
新
た
な
移

動
手
段
と
し
て
、
観
光
産
業
な

ど
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
一
方
、
歩
道

走
行
に
よ
る
違
反
や
事
故
な
ど

が
、
報
道
等
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
観
光
、
交
通
安
全
の

両
面
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
が

図
ら
れ
る
の
か
、
交
通
管
理
者

と
も
連
携
し
、
協
議
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
①
仕
事
で
平

日
に
市
役
所
へ
行
け
な
い
人
に

配
慮
し
て
、
土
曜
日
や
日
曜
日

の
開
庁
を
求
め
る
声

が
あ
る
が
、
考
え
は
。

②
交
通
安
全
対
策
に

関
し
て
、
東
文
化
通

り
と
富
士
見
通
り
に

接
続
す
る
交
差
点
に

信
号
機
を
設
置
す
る
考
え
は
。

③
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
者

に
対
し
、
多
く
の
支
援
策
を
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。
④
多
摩
地

域
に
お
い
て
、
外
国
人
専
用
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
の
数
は
。
ま
た
、
昭
島
市
に

お
い
て
も
、
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
市
役
所
機
能
の
全
て

を
土
日
開
庁
す
る
こ
と
は
、
取

り
扱
い
業
務
の
範
囲
や
勤
務
体

制
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
り
来
庁
せ
ず
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。
②
昭
島
警
察
署
に
要
請
し

て
い
る
が
、
実
現
に
至
っ
て
い

な
い
。
引
き
続
き
、
信
号
機
設

置
を
第
一
に
、
そ
の
他
の
安
全

対
策
等
も
含
め
要
請
し
て
い
く
。

③
水
道
料
金
等
の
減
免
、
ご
み

収
集
袋
の
無
料
提
供
、
音
声
翻

訳
機
の
貸
与
や
一
時
金
の
支
給

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
④
５
市

に
お
い
て
、
市
役
所
内
に
設
置

し
て
い
る
。
昭
島
市
に
お
い
て

は
、
音
声
翻
訳
機
を
活
用
す
る

な
ど
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

心
豊
か
に
過
ご
せ
る
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
①
立
川
基
地
跡
地
に
、
住

ん
で
い
る
人
が
ゆ
っ
く
り
滞
在

で
き
る
公
共
施
設
の

空
間
を
つ
く
る
考
え

は
。
②
東
中
神
駅
北

口
に
郵
便
ポ
ス
ト
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
検
討
を
求
め
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
場
が
設
け
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
②
昭
島
郵
便
局
と

開
発
動
向
の
情
報
共
有
を
図
り
、

働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

国
が
発
表
し
た
新
し
い

資
本
主
義
の
実
行
計
画
で
は
、

子
ど
も
世
代
が
資
産
形
成
を
行

い
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
幅
広
い

団
体
や
学
識
経
験
者
が
行
政
と

協
力
し
、
全
国
22
の
学
校
で
金

融
教
育
の
公
開
授
業

を
行
う
な
ど
、
近
年
、

日
本
で
も
金
融
教
育

の
必
要
性
を
説
く
声

が
あ
り
、
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま

し
く
健
全
に
育
つ
た
め
に
も
、

金
融
教
育
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
と
考
え
る
が
、
市
の

現
状
の
取
り
組
み
と
考
え
は
。

答
弁　

小
中
学
校
で
は
、
金
融

の
仕
組
み
や
働
き
、
計
画
的
な

金
銭
管
理
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
、
理
解
教
育
を
進
め
て
き

た
。
今
般
の
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
よ
り
、
小
中
学
校
・
高

等
学
校
を
通
じ
た
一
貫
性
の
あ

る
教
育
内
容
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
は
、
金
融
教
育
の
一
層
の
必

要
性
や
重
要
性
の
表
れ
だ
と
受

け
止
め
て
い
る
。
今
後
は
、
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
高
等

学
校
ま
で
の
一
貫
し
た
金
融
教

育
に
つ
な
が
る
基
礎
を
培
え
る

よ
う
、
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推

公
明
党
昭
島
市
議
団	

吉
野	

智
之		

議
員

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

育
つ
あ
き
し
ま
実
現
の
た
め
に

無

会

派	

南
雲	

隆
志		

議
員

昭
島
市
の
健
康
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

馬
場	　

保		

議
員

天
然
記
念
物
拝
島
の
フ
ジ

環
境
整
備
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

大
島	

ひ
ろ
し	

議
員

安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て


